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研究成果の概要（和文）：  従来、現代中東の社会運動をめぐる研究では、専らいわゆる「イスラーム主義」運
動のみが脚光を浴びる傾向があったが、本研究では中東におけるマルクス主義の問題に着目し、その展開過程の
特質を、運動、思想、歴史的・社会的背景という角度から分析した。
  研究の結果、中東のマルクス主義はこの地域の置かれた社会的・経済的現実と対峙し、地域に根ざした「知」
の伝統（アラブ・イスラーム哲学の蓄積等）とも対話・格闘しながら発展してきたものであり、欧米からの単な
る「移植」の産物ではないことが明らかになった。また、中東の社会・政治のあり方に関する従来の固定的・静
態的イメージの見直しを行なうことができた。

研究成果の概要（英文）：While most of the recent studies on popular movements in the Middle East 
have tended to concentrate on the so-called “Islamist” movements, this research examined the 
development of Marxism in the region. Analyzing the dynamics of Marxist movement in the Middle East,
 the research explored the socio-economic milieu and the historical context in which the movement 
emerged. A special attention has been paid to the nature of intellectual and philosophical tradition
 in the region (such as the heritage of the Arab-Islamic philosophy) as well, examining its 
significance for the development of Marxist ideas.
 Investigating the roots of Marxism in the Middle East from social, ideological, and historical 
perspectives, the research has shed a light on the hitherto neglected aspect of the political and 
social history of the region. 
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１． 研究開始当初の背景 
近年、現代中東における社会運動をめぐる
研究ではもっぱらいわゆる「イスラーム主義」
のみが脚光を浴びる傾向があったが、実際に
は近現代の中東には経済的・社会的諸矛盾と
対峙する過程で「イスラーム主義」以外のさ
まざまな運動・思想潮流が生まれ、重要な役
割を果たしてきた。 
本研究では中でも中東におけるマルクス
主義の問題に注目し、この地域でのマルクス
主義思想・運動の展開のあり方を検討すると
同時に、それを通じて中東の社会・政治の性
格にも従来とは異なる角度から光を当てよ
うとした。 
 
２． 研究の目的 
本研究では中東、特にアラブ地域における
マルクス主義の展開過程の特質を、運動、思
想、社会的・歴史的背景等の諸側面から検討
し、マルクス主義を、ヨーロッパからの単な
る「移植」の産物として見るのではなく、地
域の現実との格闘のなかで発展してきたも
のとして捉え、そのプロセスを動態的に分析
することをめざした。 
特に重視したのは、地域に根ざした「知」
の伝統（アラブ・イスラーム哲学の蓄積等）
との対話・葛藤の過程でどのような独自の展
開が生まれたかに注目し、イスラームの歴
史・哲学・思想に関する研究成果を生かしつ
つ分析を深めることである。 
本研究の実施により、現代中東における社
会運動をめぐる研究に新たな視角をもたら
すと共に、非ヨーロッパ世界におけるマルク
ス主義の展開をめぐる研究の深化にも、比較
の視座から寄与することをめざした。 
 
３．研究の方法 
 本研究においては、中東のマルクス主義の
展開の運動面における特質、思想面での特質、
それらの特質を規定している社会的・経済的
現実を明らかにするというアプローチをと
り、これを実現するため、具体的には、「運
動」班、「哲学・思想」班、「歴史像」班、「社
会的・経済的現実」班、の４つの基礎的研究
単位を設けて研究を行なった。 
 研究を実施するにあたっては、各班ごとに
それぞれのテーマに即した研究・調査・資料
収集等を積み重ねる一方で、年数回の全体研
究会の場で研究成果報告・討論・共通のテク
ストの検討等を行ない、全体テーマに関する
理解の深化・共有を図った。 
 また、各班ごとの個別の現地調査を通じて
中東や欧米の研究者・知識人等との研究交流
を進めると共に、国際ワークショップや合同
研究集会の開催によって研究成果の対外発
信、国際的ネットワーク構築も行なった。 
 
４．研究成果 
（1）本研究では中東におけるマルクス主義
の展開過程の特質を、運動、思想・哲学、歴

史的源泉や社会的・経済的背景の分析を通じ
て多面的に明らかにすることができた。 
 中東におけるマルクス主義運動・諸組織の
活動・実態を調査し（「運動」班）、現代中東
が置かれた社会的・経済的状況を分析する
（「社会的・経済的現実」班）と同時に、中
東におけるマルクス主義の展開を支える思
想的・哲学的源泉、歴史像までを視野に入れ
た考察を行なう（「哲学・思想」班、「歴史像」
班）ことで、現代的アプローチと、これまで
日本の中東・イスラーム研究の場で積み重ね
られてきた歴史・哲学・思想研究の蓄積とを
接合するユニークな成果が生み出されたと
考えられる。 
（2）研究の過程で明らかになった特に重要
な論点としては以下の諸点が挙げられる。 
⓵主として「哲学・思想」班による研究の結
果、前近代のアラブ・イスラーム世界におけ
る合理的思弁の系譜が具体的・詳細に検討さ
れ、また、このような思想的・哲学的遺産が
近代以降の当該地域におけるマルクス主義
の発展の過程で積極的に見直され、位置づけ
られていることが明らかにされたこと。（後
者の点に関しては、「哲学・思想」および「歴
史像」班の活動に加え、プロジェクト全体で
の研究会の際の意見交換、さらに現代アラブ
のマルクス主義者による理論的著作の輪
読・理解の共有という作業が有益であった。） 
②主として「運動」班および「社会的・経済
的現実」班による研究の結果、近現代の中東
におけるマルクス主義の展開とこの地域に
おける民族解放闘争の歴史との関係性が明
らかにされたこと。マルクス主義が近現代の
中東の政治史・思想史において持つ意味が、
エジプト、シリア、スーダン等の地域が経て
きた具体的な歴史的経験（植民地支配や占領）
の文脈で検討され、民族解放闘の展開全体の
なかでの位置づけ、他のタイプの運動との関
係性や、共通点・差異等についても考察が進
んだ。 
③主として「運動」班を中心に中東における
マルクス主義運動の展開の実態および担い
手に関する分析が進んだ結果、運動のなかで
多様な宗教・宗派やエスニック集団の出身者
が果たした役割が明らかになったこと。また、
運動の担い手のこのような多様な出自が、中
東におけるマルクス主義の発展に思想面で
はどのような影響を与え、どのような理論
的・イデオロギー的特徴につながっているの
かに関しても、「哲学・思想」班と協働する
形で考察が深められた。さらに「運動」班に
よる調査・資料収集の過程で、中東における
マルクス主義運動の中での女性の役割・位置
をめぐる分析が進み、ジェンダーの視角も導
入された。 
（3）本研究の進行過程では、当初主たる対
象として念頭に置いていた狭義の中東（特に
アラブ地域）だけでなく、中央アジアや東南
アジア、中国をはじめとする東アジア地域で
の調査や資料収集、ネットワーク形成も予想



以上の進展を見せた。（特に「哲学・思想」
班による中国での調査、ネットワーク形成や、
「歴史像」班による東南アジアでの調査な
ど。）「アラブ・イスラーム世界におけるマル
クス主義」というテーマを、「アジアにおけ
る（あるいは非西欧世界における）マルクス
主義」、さらには現代の西欧・非西欧世界に
おける社会運動のゆくえというテーマに発
展・深化させていく具体的展望が得られたこ
とは大きな成果であった。 
（4）本研究の過程では、各メンバーによる
研究論文発表、学会報告、図書の刊行等が積
極的に行われた（下記５参照）のに加えて、
全体会（平成 25 年度＝5回、平成 26 年度＝4
回、平成 27年度＝3回、平成 28 年度＝3回）
の開催、また国際ワークショップ・合同研究
集会の開催（平成 27 年度＝復旦大学 “Open 
Seminar on Islam and Marxism”,平成 28 年
度＝東京大学東洋文化研究所 “The Role of 
Marxism in the Arab World Today”, ケン
ブリッジ大学 “Brainstorming Meeting on 
Islam and Marxism”）も実現した。その成
果の一部は英文報告書（Collected Essays on 
the Role of Marxism in the Arab World and 
the Other Related Issues, March 2017）と
して刊行済みである。 
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